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国 家 試 験

第 66回診療放射線技師国家試験の施行
診療放射線技師法（昭和26年法律第226号。以

下「法」という。）第18条の規定により、第66回診
療放射線技師国家試験を次のとおり施行する。
平成 25年９月２日

厚生労働大臣 田村 憲久
１ 試験期日 平成26年２月20日（木曜日）
２ 試験地 北海道、宮城県、東京都、愛知県、
大阪府、広島県、香川県及び福岡県
ただし、行政事務の簡素合理化及び整理に関
する法律（昭和58年法律第83号。以下「58年改
正法」という。）による改正前の診療放射線技師
及び診療エツクス線技師法（昭和26年法律第
226号。以下「旧法」という。）に定める診療エ
ツクス線技師試験（以下「診療エツクス線技師
試験」という。）又は法附則第７項の規定による
試験（以下「特例試験」という。）に合格した者
であって、受験願書にその旨を記載し、試験科
目の免除を受けて診療放射線技師国家試験を受
けようとする者については、東京都に限る。
３ 試験科目 基礎医学大要、放射線生物学（放
射線衛生学を含む。）、放射線物理学、放射化学、
医用工学、診療画像機器学、エツクス線撮影技
術学、診療画像検査学、画像工学、医用画像情
報学、放射線計測学、核医学検査技術学、放射
線治療技術学及び放射線安全管理学
ただし、２のただし書に該当する者について
は、次の科目を免除する。
基礎医学大要、放射線生物学（放射線衛生学
を含む。）、放射線物理学、医用工学、エツクス
線撮影技術学、画像工学、放射線計測学及び放
射線安全管理学
４ 受験資格
\ 学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条
第１項の規定により大学に入学することがで
きる者（法第20条第１号の規定により文部科
学大臣の指定した学校が大学である場合にお
いて、当該大学が学校教育法第90条第２項の
規定により当該大学に入学させた者又は法附
則第11項の規定により学校教育法第90条第１
項の規定により大学に入学することができる

者とみなされる者を含む。）で、文部科学大臣
が指定した学校又は厚生労働大臣が指定した
診療放射線技師養成所において、３年以上診
療放射線技師として必要な知識及び技能の修
習を終えたもの（平成26年３月20日（木曜日）
までに修業し、又は卒業する見込みの者を含
む。）

] 外国の診療放射線技術に関する学校若しく
は養成所を卒業し、又は外国で法第３条の規
定による免許に相当する免許を受けた者で、
厚生労働大臣が\に掲げる者と同等以上の学
力及び技能を有すると認めたもの

^ 58年改正法の施行の際（昭和59年10月１日）
現に診療エツクス線技師又は診療エツクス線
技師試験を受けることができた者であって、
旧法第20条に規定する文部大臣が指定した学
校又は厚生大臣が指定した診療放射線技師養
成所において、１年以上、診療放射線技師と
して必要な知識及び技能の修習を終えたもの
（58年改正法の施行の際現に修習中の者で
あって、同法施行後にその修習を終えた者を
含む。）

５ 受験手続
\ 試験を受けようとする者は、次の書類等を
提出すること。
ア すべての受験者が提出する書類等
Ê 受験願書 診療放射線技師法施行規則
（昭和26年厚生省令第33号）第３号書式
により作成するとともに、受験願書に記
載する氏名は、戸籍（中長期在留者につ
いては在留カード又は住民票、特別永住
者については特別永住者証明書又は住民
票、短期在留者については旅券その他の
身分を証する書類）に記載されている文
字を使用すること。
なお、２のただし書に該当する者に
あっては、診療エツクス線技師試験（特
例試験を含む。以下同じ。）に合格してい
る旨を、受験願書の受験地の下に記載す
ること。

Ë 写真 出願前６月以内に脱帽正面で撮
影した縦６センチメートル、横４センチ
メートルのもので、その裏面に撮影年月
日及び氏名を記載し、厚生労働省又は診
療放射線技師国家試験臨時事務所におい
て交付する受験写真用台紙にはり付けた
上、同台紙に所定の事項を記載して提出
すること。

〔 官 庁 報 告 〕

国 家 試 験

第 六 十 六 回 診 療 放 射 線 技 師 国 家 試 験 の

施 行 （ 厚 生 労 働 省 ） J

診 療 放 射 線 技 師 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） K

第 六 十 回 臨 床 検 査 技 師 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

臨 床 検 査 技 師 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） M

第 四 十 九 回 理 学 療 法 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

第 四 十 九 回 作 業 療 法 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ） N

理 学 療 法 士 作 業 療 法 士 試 験 委 員 の 公 告

（ 同 ） O

第 四 十 四 回 視 能 訓 練 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

視 能 訓 練 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） Q

第 二 十 七 回 臨 床 工 学 技 士 国 家 試 験 の 施

行 （ 同 ）

臨 床 工 学 技 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） R

第 二 十 七 回 義 肢 装 具 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

義 肢 装 具 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） J I

第 二 十 三 回 歯 科 衛 生 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

歯 科 衛 生 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） J I

第 二 十 二 回 あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ 指 圧 師 国

家 試 験 の 施 行 （ 同 ） J J

第 二 十 二 回 は り 師 国 家 試 験 の 施 行 （ 同 ） J K

第 二 十 二 回 き ゅ う 師 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ） J L

あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ 指 圧 師 、 は り 師 及 び

き ゅ う 師 国 家 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ）

第 二 十 二 回 柔 道 整 復 師 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ） J M

柔 道 整 復 師 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ）

第 十 六 回 言 語 聴 覚 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

言 語 聴 覚 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） J O

第 三 十 七 回 救 急 救 命 士 国 家 試 験 の 施 行

（ 同 ）

救 急 救 命 士 試 験 委 員 の 公 告 （ 同 ） J P

〔 公 告 〕

諸 事 項

裁 判 所
破 産 、 免 責 関 係 J P

特 殊 法 人 等

公 文 書 等 の 管 理 に 関 す る 独 立 行 政 法

人 森 林 総 合 研 究 所 、 東 日 本 高 速 道 路

株 式 会 社 工 事 一 部 完 了 、 中 日 本 高 速

道 路 株 式 会 社 工 事 完 了 、 プ ロ グ ラ ム

の 著 作 物 に 係 る 登 録 関 係 K R

地 方 公 共 団 体

行 旅 死 亡 人 関 係

会 社 そ の 他

会 社 決 算 公 告 L L

˜
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